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私たち自治体職員には、日常の業務の中で、「政策」を考え、実行してい

くことが求められています。 

しかし「政策が自分の仕事にどのように関係するのだろうか？」といった

疑問を感じている人もいるでしょう。 

この疑問はとても大切です。 

なぜなら、「疑問を持つ」ことが政策形成の第一歩だからです。 

そこで、この本編では、始めに、自治体職員に、なぜ政策が必要なのかに

ついて考えます。 

その上で、政策形成の過程やその進め方などを学びます。 

本書を通じて、「政策形成」の第一歩を踏み出しましょう。 



 

 

◆◇◆ 政策形成過程のフローチャート ◆◇◆ 

   

 現状の把握 現在置かれている状況の把握 

   

 理想の認識 理想とする姿の認識 

   

 目標の設定 明確で具体的な目標の設定 

   

 問題の発見 目標と現状の差(ギャップ＝問題)の認識 

   

 問題の分析・構造化 問題の起因となる要因相互の因果関係等の明確化  

   

 政策課題の設定 目標達成のため解決すべきことの設定 

   

 政策案の検討・選定 政策発案→事前評価 

   

 政策案の提案 政策プレゼンテーション 

   

 政策の決定 議会や首長等による政策の決定 

   

 政策の実施 環境変化に対する適切かつ速やかな対応 

   

 政策の評価・改善 新たな政策立案のためのフィードバック 

   

 


